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1 9 8 7年1月1日

あけましておめでとうございます

世界と日本の状況は、ますます流動の速度

をあげ、その内容の不確定度を増しています。

国際化、情報化は、突出した経済システム

によ「てりードされています。

東京を中心に、ビッグ.フロジェクトが、

内需拡大・民活導入の、不況脱出の期待を担

「て大きく打ち出されています。

底流で時間とともに、確実に進行している

のは、産業再編と人口高齢化で、それは雇用

にそして生活に影響を進めています。

未来ビジョンものに描かれるような、国民

のすべてが豊かな生活条件を満九しているよ

うな社会へ、このままで行けるのか、或いは

とりかえしのつかない矛盾とツケを大きくし

ていくのか、その判断は難しい問題です。

しかし、国の政策から企業の方針から個人

の生きか九にまでかかわる問題であります。

このような情勢の中で、アルパックは創立

20周年を迎えています。 1967年2月3日、吉

田山山麓のしも九やに「アトリエ.アルハツ

ク」を開設し九日をもって創立の日としてい

ます。その前年7月に、旗あげし九ときをも

うて数えることもできますので、昨年7月か

ら"創立20年の年グとして所内で記念キャン

ペーンをしています。

まず、現在の情勢の中で、シンク.タンクメ

創立20周年にあたり、感謝をこめて

代表取締役社長三輪泰司

今年もよろしくぉ願い申し上げます

コンサルタント・設計事務所の成立と発展の

社会的.文化的なバック・グランドをしうか

り見据えることが、創立を記念する第一のし

ごとと考えました。

歴史性は、科学と倫理の軸を成していると

患います。歴史に学び、現状をし「かり詔、識

することから、将来へのビジョンを正しく描

けるのではないかと思います。

プロジェクト・コンサルタントとして計画

を提案し、事業を推進し、社会の進歩に貢献

することができるように、ま六一人ひとりが

目標と計画を持「て、技能・技術とそれらを

包括的に管理してゆける職能人として役立て

るようになることが、今日までと指導、ご鞭

達頂いている方へのご期待に応え、感謝の心

を表す道だと思「たからであります。

1月10日・11日「プロジェクト・コンサル

タントのプロフェション」をメイン.テーマ

に、16回目の全所研修会をもち、学習の総括

をするとともに、 1月から半年かけて、組織

機構を改め、業務の展開と品質と効率を上け

るシステム改善を実行するプログラムを準備

しております。

目立った記念行事はできませんが、創立20

年のアノレパックへ、今年も宜しくご指導・こ

鞭達を賜りますよう、お願い申しあげます。

ー<道家駿太郎>

昨年は、何やかやと理由をつけて、海外の

高級住宅地、再開発、そしてりゾートと、そ

の先端をいくデザイソ・計画をみてまわって

きました。大胆な人材とアイデアの登用と事

業家精神、これを日本は学ばねばならないで

しょう。今年もよろしくお願いします。

ー<金井萬造>

旧年中は大変お世話になりました。深くお

礼申し上げますとともに、新年を迎えて、国

際化時代への対応を会社として個人として全

力をあげ、あわせて地域振興の具体的まちづ

くりを進めたいと思、つています。行政、先生

方はじめ皆様のご支援をお願いします。
2



あけましておめでとうございます

ー<倉本恒一>

今年4月に京都府見本市会館が竣工します。

ファッシ.ン団地とその周辺の地域はこれか

らまた新たな展開をしていくことでしょう。

我々自身も変わり、新たな展開に向けてがん

ばりたいと思っています。

^<重本幸彦>

ノノ、

「非理法権天」千早赤坂村の丘の上に、

さびしくそびえ立つ忘れられた記念碑に刻ま

れた楠正成の旗印。理は非より強く と

いうことで、以下、法、権(カ)、天、の/順

ということだそうである。理は所詮下から2

番目でしかないのが面白い。現代の「天」は、

世論=民衆の声という解釈でどうだろう。

、

今年もよろしくぉ願い申し上げます

再開発に従事し、都市での定住の問題が気掛
..

かりです。定住あって地域からの発想が成立

します。地方での仕事が役に立ちそうです。

ーーく山口

ングは本来楽しい筈です。しかし、フ゜ラソニ

業務量が多くなるとなかなかそうはいかなく

なる場合があります。それでもやはり「楽し

さのわかるプランナー」になりたいと思う。

最近は課題も難しく大変ですが、みんなで力

をつけて、地元の方々ともどもプランニング

の楽しさを存分に味わいたいと考えています。

^<斎藤侑男>

1 9 8 7年1月1日

資料を集め、問題を抽出する集中力は我々

コンサルタソトにも強くもとめられている。

何年にもわたって「つきあいの良い」人の良

いスタッフの多いアノレパックではあるが、今

年もまた「明解」で「速応性」のある仕事ぶ

りを目指して頑張ることにする。

繁雄>

^<松島茂木>

^<北条誠>

近年の地域をめぐる情報の多さと変化のス

ピードには極めてめまぐるしいものがありま

す。量におぼれ、スピードに梳されることな

く、将来をと見定めて、地域に根ざし九仕事

を着実に結実させていきたいと考えています。

私達の仕事は、都市、街、建物を「創造」

していくことです。 APPA・Kへの期待や社

会的役割、ポテンシャルは益々高まっていま

す。今こそ、全所員が、 professiona1 をめ

ざしてより一層「自己滄慥」ーライフマネージメソトー

に励んでいかねばならないと老えています。

^<杉原五郎>

目本の国士と都市と地域をめぐる状況が大

きく変貌しつつある中で、「地域をみる目を

研ぎすまし」「地域を計画する力量を高める

こと」が強く求められています。「大阪に限

をおろすこと」を基本としながら、地域づく

りに貢献したいと考えています。

ーー<山田克雄>

予測ができない世の中の動きの中で、私達

の役割も益々多様になってきています。ねは

り強い持続的な活動をべースに、多くのこと

にチャレンジしていきたいと考えています。

^<中根博一>

^<馬場正哲>

西京桂坂の"新しいお屋敷町づくり。、ま

ナこ、コミュニティ道路、公園・緑道計画等、

゜高質な環境づくり"をテーマにがんばって

います。今年もあらゆる分野での環境づくり

の提案を行っていくつもりです。

地方での定住、自律振興から都市周辺部の

^<九州地域計画研究所>

糸乗貞喜、伊集院豊麿、永田伊津夫

山田龍雄、山辺真一

多くの方々とのネットワークを広げ、地域

やまちにとって、役に立つコソサルタント、

プランナーを目指してゆきたいと考えていま

す。特に今年は、 H年目を迎え、事務所及び

所員 1人1人にとって、飛躍の年にしたいと

所員全員決意も新たにがんはる所存です。
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1 9 8 7年1月1日

リゾート時代のハイセソスなセミナー

アスペソハケ岳セミナー

霜田

紅葉のハケ岳にあるセゾングノレープ経営の

高原ロッジにおいて10月26日から 28日まで

の2泊3日で、アメリカのアスペソ高等研究

所主催による「労働と余暇」をテーマとする

国際セミナーに夫婦同伴で招待される幸運に

めぐまれた。

このセミナーは、アスペン研究所(本部コ

ロラド州)と国際文化協会と西洋環境開発鵠

の3者による主催であり、西洋環境開発鵠と

日本IBMの資全援助により実施された。

0 アスペソ高等研究所は、通常2週間ぐら

いの予定で、夫婦同伴、余暇とセミナーを組

み合わせ、人間的'、れあいのもとで、議論を

深めていく方式をとっている。

日本で、この2週間という長期セミナー方

式の条件は未だない。したがって才泊3日と

いう方式で、夫婦同伴を目標として実行され

た。参加者は、アメリカから 6組計 11 人、日

本は夫婦3組と単身N人といった構成であっ

た。まだまだ夫婦同伴は、 2割に致っていな

いが、宣伝の仕方によっては、 3割をこえる

状況にし得るとのことである。

テーブルを挾んでの討議は、司会者の巧妙

な議論展開により興味と深みを引き出すこと

に成功している。またこのテーブル討議のみ

ならず、ランチ、ディナーノぐーティ、落語、

フノレート演奏会、美術史講演、バードゥオッ

チソグ、星座観測といった多彩なサービスが

提供され、そのなかで人間的な'、れあいのも

とに討議を深めていく方式は、実に心に残る

ものであった。日本の各地で最近開催される

国際会議の表面的な討議に比較し、アスペン

稔
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ハケ岳高原ロッジ 0267-98-2131

伊藤支配人

研究所の経験の蓄稙を示している。

0 一昨年からのアスペン研究所による天城

過去・現在・セミナーでは、「アメリカ

末来 198麻11月14-17則、「企業と現代

社会 1985年11月22日一25団、「企業と現

代社会 1986年11月21日一24則、そして今

回は、「労働と余暇」がテーマとして選択さ

れナこ。

労働と余暇、この統一は、いかにして可能

か、労働のなかの余裕とみるのか、余裕の中

から労働を見出すの力、余暇と言うまえにそ

れぞれの生き甲斐の追及なの力、欧米の方の

老えとの違いはどうか。事前に読書を義務づ

けられたのは、「山崎正和著柔らかい個人

主義の誕生」と「アドラー著労働と余暇」

の 2 冊であっナこ。

0 カソトリーライフの生活指向に対応して、

すぱらしいエソターティメントを持ったりソ

トセミナー、そして、そのハイセンスな環

境は、まさにりゾート時代の先端をゆくモデ

ルであると思います。

まナこ、このハケ岳ロッジもすばらしい環境

とサービスを持っナこりゾートホテノレです。

度体験してみるに価すると確信します。
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1986年は私達日本人にとって、時代の

変化を抽象的な未来論や漠然とした雰囲気で

はなく、事実の結果として認識させられた年

であったと思う。 21世紀の持つ意味が遠い

未来論ではなく、現実的な生活感覚の延長線

上の感覚として間近なものになってきた。

つい昨日の事の様だが、オイルシ,ツクか

ら始まった昭和50年代は、ややもするとそ

れまでの高度経済成長型の思考から抜けきれ

ない当惑いの中で、次への時代転換に心構え

も身構えも十分に整えられないまま時代が変

り始めたのかと思、い始めたのが大方の共通認

識だったと思、うが、 50年代後半から 60年

代に足をかけて、いくつかの事実の結果から

ようやく大方の人の共通認識として、身も心

も転換する時代への対応にべクトルを向ける

事ができるようになってきたと思う。

これまでは、私なりに「時代感覚と地域感

覚」のバランスに心仂ゞけて来たつもりだが、

昨年あたりから、それをもう少し堀り下げて

次の3つのキーワードを念頭に置くようにし

ている。

.ローカノレとグ'ローバノレ

・ポストモダソの人間化

・シンク&ドウータソク

ここしぱらくは適格に時代と地域を読みな

がら行動していかないと、新ないしは新々人

類と浮かれていられる世代はともかく、旧人

類や遠人類にとっては、自己喪失しかねない

時代に入ってきていると思える。皆様方はい

かに思われているだろうか。

ごへ'
壬

1987年へのキ ワ

1987年1月1日

・ローカルとグローバル

私達の思考はどうもブラソド志向が強く、

国際化はまたたく間に日本中共通のスローガ

ソになっている。スローガシはあるのだが、

それをどう具体化したら良いか悩んでいるの

も各地の共通の実情のようだ。つまり言葉が

あって実態がない。あるいは具体の行動に移

すための確固としたポリシーに基づくコソセ

プトが見当らない。そんな悩みを抱えている

のも日本中共通の現象と思う。

大都市圏と言う視点から見ると、三大都市

圏の概念が従来と少し意味を変えてきた事を

まざまざと見せられた。従来はともすれぱ、

首都としての東京への集中に対する関西や中

部の対抗意識が、三大都市圏の均衝、あるい

は二眼レフ論などの根拠になっていたと思、う

が、ここに来て東京以外は地方と言う見方が

定着しつつある様に思、う。

東京への集中に対する、他の地域の危機感

は、それなりに各地の活性化マインドを形成

するイソセソティブになって来たと思うが、

これからは、世界都市としての東京の持つ意

味と各地の立場との違いをよく理解しておか

ないと、いたずらに対抗意識による危機感だ

けでは時代対応、とりわけ国際化への対応は

増々困難になって来るだろう。

「最も口ーカノレであるものがグローバノレな

ものになる」と平松大分県知事が言われたの

を聞いて、しかりと思った。大分県の実情は

大方の周知のところだから、ここではあえて

書かないが、大分型のまちおこし、むらおこ

しはフラソスや中国の都市からも交流が求め

、、

尾関利勝
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1987年1月1日

られて来ているし、農業ではアメリカの農家

との交流も進んでいると聞いた。

まちおこし、むらおこしは少し言い尽され

て古めかしくなったが、しっかりしたポリシ

とコソセプトに基づいた実践は世界に通用

すると言う事を大分が示してくれたと思う。

・ドイツの日本を多治見で見つけた

ここ数年各地でこれもブラソド物を着るよ

うにイベソトが開催されて来た。まだ当分、

市制百周年などのイベソトが各地で行なわれ

る。昨 11月中旬、名古屋でJ Cの世界大会

が開かれ、海外から2千人余、全国から1万

人余の JC会員が集まり、 1週間にわたって

各種の催しが行なわれた。これに先立って、

11月上.旬の 1週間、岐阜県多治見市で第一

回国際陶磁暑号フェスティバルが開催された。

結論を先に言うと、ローカルに行なわれる

イベソトでも、その地域に根ざした、しっか

りしたポリシーを持つものであれば十分に国

際的レベルで行ないうるし、かつ成功しうる

典型的な例であったと思う。

内容を簡単に紹介すると、多治見市を中心

に周辺市町村を含む複数の会場で同時に陶磁

器関連の展示を中心とするイベソトが行なわ

れ、私が見た多治見市の主会場では、公募に

よる国内外からの陶芸作品とデザイン作品

(海外から1千点余、国内から 1千点余)の

他に、海外産地を含む企業出品、地元美濃焼

の4部門の展示が行なわれていた。入場佑邨艮

をする程の来場客の中で、ろくに作品に目を

通す事もできなかったが、それよりも国際的

に集められた作品を前に語りあう地方の生活

者達の姿が私の印象に強く残った。極あり'、

れた実用品を見慣れ、それを生産することに

生業として九づさわる職人・中小零細な地場

産業の周囲にいる生活者達が、少々極論だが

日常では予想しえない異文化に触れる機会を

持つ事が、長い眼で見て地場の職人・作家達

が新しい試みや技術開発に挑む環境づくりに

大きな支援になるのだろうと思えて、見物客

の群集の中で、いささか興奮を覚えた。

企業出品コーナーで思わぬ出会いがあった。

ドイツのマイセン窯の紹介の中にあった現

代食器の柄にヨーロッパ的フュージ,ソの柿

右衛門を見つけた。なぜ柿右衞門と判ったの

かと言うと、少々焼物に関心を持ち多少本を

読んだ事があったからだ。

私的な話しで恐縮するが、何年か前から伊

万里を中心とした染付を生活雑器として愛用

し、田舎に行く度に道具屋に立寄って、酒を

飲んだつもりで、少しずつ集めている。気が

ついて見ると今では我家の日常食器はほとん

ど染付一色に変ってしまっていた。始めは呉

須の色あいに魅惑されていただけだったが、

集まり始めると焼物のルーツが気になって、

目ききには程遠いが、資料を調べたりしてみ

た事がある。詳しい事はともかく、大筋とし

て宗、明代の中国に発する染付が桃山期頃に

朝鮮の陶工によって日本に技術移転され有田

を中心に独自の技術とデザイソ開発により、

半世紀を待たずにヨーロッハ゜に輸出されるま

でになった。伊万里の港から出荷されたので

伊万里焼と呼ばれる。代表的なものが色絵の

柿右衛門である。浮世絵と伺じく、あるいは

それ以上の影響を、マイセソやデルフト、シ

ヤソティやウースターなどの窯に与え、柿右

衛門写しを流行させた。そのマイセソ窯の柿

右衛門写しが多治見に出品されていた。日本

から始めて海を超えてもう300年以士.にな

るまで、ドイッで日本のデザイソが生き続け

ている。技術、デザイソの国際問トランスフ

アーは、交通手段が唯一の情報メディアであ

つた時代から見事にダイナミックに転開され

6



ていた事を思い知らされた。

・ポストモダンの人間化

建築デザイソの潮流を評してポストモダン

と言われる様になったのが、この言葉の始め

と思う。ここで建築評論をしょうとするので

はない。ポストモダソは高度経済成長期以後

の社会的潮流を文化的視点から把えた言葉と

私なりに解釈している。

小売商業界では、ここ数年物ばなれの時代

と言われている。物の否定ではなく、物を通

してライフスタイルに訴える提案や情報を発

信していないと商品としての価値がないと言

う事を意味している。同じ商品でも売手の側

に提案する意図がなければ、商品が生活情報

にならず、単に物に終ってしまう。

建築も脱機能と言うより感性を訴える空間

にしつらえてあるかどうかが問われる時代に

なってきている。

従来は規格で固められた道路や公共空間に

コミュニティー道路や緑道などのアメニテ

イーの高い空間が求められ認知され始めてき

ナ、河川もガ改修,の概念から親水性が要請さ

れ、認知されてきた。所得と富の配分が機能

から附加価値の高い環境づくりへと転回し始

めている。

ファッシ.ン雑誌、生活情報誌と言うメデ

イアによって、日本中ほぽ同時に同じ情報が

流れ、各地のSCの発達、同様にDCブラン

ドのテナント出店によって、日本中のファッ

シ.ンの差は概ね少くなくなりつつある。

情報化の進展は受信に関しての地域間格差を

無くすと月尾名大助教授が言われたが、まさ

にしかりである。

物づくりの立場にたって老えると、研ぎす

まされた感性を持ち訴えていないと、職とし

て成り立たない時代になってきたと思う。つ

まり、空間や物を変えるには人間そのものの

ポストモダン化を図らなけれぱならない。高

度経済成長時代の経済従属型人間から低成長

時代に対応する自律主導型人間への人間革新

の時代になってきたと思う。

1987年1月1日

・シンク&ドウータンク

そこで私達の集団ARPA ・ Kの生きる道

は、結論としてシソク&ドゥータソクだと考

えている。物ばなれの時代のシソクタソク、

あるいはコソサルタソトの生きる道は、仕事

を通して与えられたテーマの推進をコーディ

ネートしていく事だ。今までもやってきた事

ではあるが、より意識的に展開していく時代

になったと感じている。

この事は私達の様な専業的コーディネータ

ーだけでなく、多かれ少なかれ行政の人達や

商店街の方々、民間企業人にも共通する課題

になっているように思う。

少々大見栄在切ったかもしれないが、世紀

の転換期にあって、時代感覚と地域感覚のバ

ラソスをとりつつ今年も一歩二歩前進したい。

(多治見の資料、御希望の方、コピー送りま

す。)

(おぜきとしかつ名古屋事務所長)
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伸び悩む南九州の観光

鹿児島の観光といえば、桜島、西郷さん、

島津家といっ九、雄大な風景と江戸末期から

明治維新にかけての人物、史跡を思い浮かべ

ることと、思います。

現に、鹿児島市の定期観光バスは、西鹿児

島駅前を出発し、西郷さんの生誕の地→城山

展望台→磯庭園と、鹿児島観光のイメージ通

りのコースを約3時間ぐらいでかけ廻ります。

私の乗車し九日は士曜日でしたので、バスは

鹿児島市の産業観光

山田龍雄

満杯になっ九ものの20才代の若い人は4~5

人ぐらいしか乗うていませんでした。現在の

観光旅行の形態が家族型、小グループ型と移

行していく中で、このコースでは若い人を引

きっけるには少し魅力に乏しいものと思われ

まし九。そのことは定期観光の利用状況を見

ても、昭和48年約48千人だ0たのが昭和60年

では約32千人と減少していることからもうか

がえます。

鹿児島市の観光客の入込み数は統計書によ

ると、昭和48年の約677万人をピークに減少

表1 鹿児島県の産業見学施設等
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し、昭和51年には約570万人まで落ち込みま

し九が、現在は約630万人まで回復していま

す。しかしその内訳を見ると、県外客は除々

に減り、日帰りの県内客が増加しているに過

ぎません。これは観光消費額から見ると観光

客の伸び程には伸びていないと言えます。県

外客の伸び悩みは、南と言えば沖縄、グァム、

ハワイと更に南下していき、"南九州"とい

うアイデンティティがなくなっ九ことと、歴

史観光のみでは価値観の多様化した旅行形態

に対応できなくなったことにあるようです。

頑張っている鹿児島の産業観光

このように厳しい状況にある鹿児島市の観

光の中で、急激な伸びを示しているのが産業

観光です。いわゆる県の特産品等の製造過程

図1 鹿児島市内の主な産業観光の位置

ゞ
i

の見学と販売とがセットになっナこものです。

鹿児島県観光課のりストによる県内の産業観

光は下表に示すように42ほどあり、市内にそ

の 2割の10ほどが位置しています。その中で

も鹿児島市の観光マップに紹介され、団体旅

行の観光コースにもなっているものとして、

鹿児島市南部の埋立地の工場団地内5ケ所と

磯庭園の隣接地に最近でき九薩摩切子工場の

計6 ケ所があります。その中で私がヒアリン

グしてきナこものを2 ケ所紹介したいと.思、いま

す。

①さつま揚げ、かるかん工場見学(昭和製菓)

さつま揚げとは魚のすり身と自然薯とを練

り合わせ揚げ九もので、鹿児島県独特の甘味

が特徴です。かるかんは主に自然薯と米の粉

1 9 8 7年1月1日
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を加え蒸し上げた鹿児島県の代表的なお菓子

のことです。その工場見学と販売とがセット

になっ六ものが、工場団地の最南端である七

ツ島団地内の産業道路沿いに位置しています。

建物内に入ると250席のロビーと販売店があ

り、耕を着たガイドさんの工場案内が終ると、

おしぽりと小さなかるかん、知覧茶のサーヒ

スがあります。かるかんは出来たてであり、

そのサービスには感心させられます。

昨月の 7月1日オープンで、現在士曜・日

曜で 1,500 ~ 2,000人の観光客があり、平日

はこれより若干減るそうです。年問如万人を

見込んでいるそうで順調な滑り出しだと言え

そうです。この会社は市街地内にある工場を

3年前から見学させてい九そうですが、幹線

道路からはずれていた九めそれ程多くの観光

客が来ていなかったので、以前から指宿まで

の幹線ルート沿いを注目してい九そうで、現

在は、幹線沿いの立地上のメリットの九め飛

び込みの客も多いということです。

営業展開としては、バス会社、旅行業者の

知人に頼んで拡げていき、今でも積極的な営

業活動をしているそうです。

②焼酎工場見学(本坊酒造)

本坊酒造の代表的銘柄といえば"さつまお

はら"ですが、現在は樽づけ焼酎、手づくり

焼酎、原酒焼酎等多品種の焼酎や、山梨では

ウイスキー、ワインの製造も行っており、あ

わせて30種類以上にも及ぶ銘柄を揃えている

酒造会社です。

ここは埋立て工場団地の中央部に位置し、

幹線道路より奥に引込んでいるにもかかわら

ず、年問20万人の観光客を呼び込んでいます。

「かるかん工場」との違いは、一気に観光1

場として建設したのではなく、除々に様子を

見ながら拡大していったことにあります。

当初は、昭和55年ごろ倉庫を改造し、観光
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客70名程収容できるホール兼販売所をつくり、

工場案内は工場の人自ら対応してい九そうで

す。昭和56年に現在ある200人収容のホール

を建設、更に翌年に焼酎の手づくり工場を併

設したということです。

ここに到着し、ホール内に入ると、若い女

性のガイドさんが先ず工場内を案内してくれ

ます。ガイドさんは我々の矢継早の質問にも

テキパキと答え、教育が行き届いていること

が伺われます。57年に建設したという焼酎手

づくり工場では、昔ながらの方法での製造過

程を実演しており、焼酎の出来るまでが良く

分かります。一通り工場見学が終わると、ホー

ルに置いてある焼酎を自由に試飲できるよう

になっており、ここで中年男子はいい気分に

なうて"おみやげ"を買ってゆく仕組みになっ

ているようです。しかし若い人たちは飲むだ

け飮んで"おみやげ"を買う率が低いという

ことで、客単価は800円と意夕μこ低いようで

/
毛

、

す。

営業展開としては、全国のバス会社、旅行

会社にでかけ営業することはもちろん、農協、

婦人会あたりの各種団体にも積極的に営業し

ていったそうですが、当初はバスの運転手さ

んのロコミで拡がっていったということで、

今でも運転手さんや添乗員さんには特別の"お

みやげグを出すなど大切にしており、これが

営業ノウハウの 1つのようです。

以上、市内2つの産業観光を紹介しまし六

が、いずれも一般の団体観光客がほとんどで

あり、鹿児島市民の利用が少ないようです。

これは立地上の問題もありますが、一般の人

々に産業観光の楽しさが拡がっていないよう

で、市民へのアピールが今後の課題と言える

でしょう。

(やまだ九つぉ九州地域計画研究所)
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ウォーターフロントの再生=ハーバーフロント地区(カナダトロント)

「都市と交通の開発・整備視察研修ツァー」に参加して②一

為国
:'、

豊 J口

このトロントのウォーターフロント地区に

大きな影響を与えたのは、前回のバンクーバ

ーと同様に鉄道網の整備であっナこ。 1900年

の初め、湖岸沿いにウォーターフロントを覆

うように鉄道が敷設され、中心地区と港との

間にトロント駅が設けられ九。あわせて操車

場も配置され九ことから、道路と同じ高さの

所に9~16本の線路が並び、都心地域と港を

分断することになっナこ。その後、港につなが

る主な道路との交差部は高架橋が整備され、

その下を通ってウォーターフロントに到達で

きるようにはなっ九が、分断が解消されるま

でにはならなかっ九。

さらに深刻になっナこのは、 1960年代の中

ごろに高速道路が鉄道に並行して湖岸側に設

けられ、市の中心部と湖岸との間に新九な障

壁ができ九ことである。このころには、コン

テナ船が開発され、それまでの港湾施設では

トロント市は、五大湖のひとつオンタリオ

湖の北岸に面した都市であり、市域人口約

215万人、圈域人口約300万人というカナタ

第1の都市である。ハーバーフロント地区と

いうのは、高層ビルが立ち並ぶトロントの中

心地区の南側のオンタリオ湖に面する古くか

らの港湾地区であり、現在魅力あるウォータ

ーフロントへと再開発が進められている。

トロント港は、トロント諸島によって保護

され九天然の良港といえる港で、東側にイ

スタン運河と呼ばれる主要航路があり、イ

スタン運河が形成されるまで主要航路として

機能してい九港の西端部は次第に埋め立てが

行われ、船舶の航行が制限されるほど航路幅

は狭くなった。もともとの水際線は現在の位

置より約40omほど内陸側にあっナこが、埋め

立てによって港を深くし、港湾地域を拡張し

てきている。
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対応できなくなり、荷設業務が東側に移っ九

九め1970年代の初めになると、飼料工場と

食品加工工場の2つの企業が操業するのみで、

機能的に時代遅れになっ九古い港湾地域は、

急速に荒廃して行っ九。

こうした状況から再開発の必要性が指摘さ

れるようになったわけであるが、このハーバー

フロント開発計画は、 1972年にカナダ政府

が約36始のウォーターフロント地区(28始の

士地と8始の水面区画)を買い上げ九ことか

ら開始された。

連邦政府の当初の計画は、伝統的な都市公

園を造り上げるものだっ九が、この計画はト

ロント市やトロント都市圈の議会に対して十

分な調整が行われていなかったため、さまさ

まな反対運動にあっ九。

計画立案の援助を委任された市民評議会の

提案も、連邦政府と同様に構築物を取り壊し、

伝統的な公園をつくるというものであっ九が、

それではウォーターフロントのもつ可能性を

十分活用し九とはいえず、また芝生で覆われ

ただけでは冬は湖面も凍りつくトロントの気

候では、一年の半分しか利用できなくなると

いうことで、ハーバーフロント委員会により

現在の再開発計画の基本となっ九「ハーバー

フロント開発指針」が制定され九。この委員

会は1976年に地元の 9人の委員で組織され

九もので、同時に市民評議会の勧告により、

連邦政府の出資によってハーバーフロント社

も設立された。

この中で重要であっ九のは、官民それぞれ

の組織が地区の開発に関与できるような状況

を設定していることがあげられる。開発指針

における原則は、かなり重要な示唆を含んで

いると思われるので紹介すると次の通りであ

る。

・ハーバーフロントは、そこで暮し働くこと

にようてのみ達成できるような活気に満ち

あ'、れ、年間を通じて絶え間なく活動して

いる存在感のあるコミュニティでなけれは

ならなし、。

・ウォーターフロントへのアクセスを改良す

る必要があり、駐車場や道路網を整備し、

北側の鉄道用地開発との整合をとりながら、

公共輸送機関との結合を図らねばならない。

・この地区が地域住民のための場となるよう

に、様々な活動が催されなければならない。

・開発に当たっては、気象に対して敏感に対

応すべきであり、屋内の空問、屋根付きの

歩道、オープンスペースを保護してくれる

ような建物などを十分利用しなければなら

ない。

・市内からウォーターフロントへの眺望は遮

られてはならず、市街地から続く道路が湖

に突き当九る部分の士地は特別な公共用途

として保存すべきである。

・地面と同じ高さの床面は、基本的に公共用

途に使用する。

・これらの原則が適用される建物は、修復、

改善、保存を行わなければならない。

1 9 8 7年1月1日
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1 9 8 7年1月1日

これらの原則のもとに整備が進められ九

ウォーターフロントは、市民にとってより近

づきゃすい場所になるとともに、ウォータ

フロントの重要さに対する市民の認識も大き

く変えたといえる。特に効果が大きかったの

は文化的な催しの開催が挙げられる。例えは

1981年には年間2,500 件以上の催し物を計

画的に開催することによって、約180万人の

客を動員することができたということである。

1972年に民間デベロッパーによる買収・開

発計画が実施されていたら、あるいは公園と

して整備されていたら、このような市民にとっ

て魅力的な場所とはなり得なかうたと思われ

る。

450席の多目的劇場も有し、ハーバーフロン

ト地区の文化活動の場として中心的な存在と

なっている。

'=

'^ 1 紗堺芸

又火、

ノ

0 イノ

ノ、

水平線には、板ばりの遊歩道が設けられてい
る。右手の建物が倉庫を改造したビル

再開発は東側の埠頭から順次進められてお

り、最も東側にあるヨーク埠頭にはこの地域

最大のターミナル倉庫があうナこ。この倉庫は

8階建てで、延床面積は9万m.であっ九が、

委員会の原則に基づきこれを商業施設、小売

店舗、事務所、住宅などで構成される複合利

用施設として再開発されている。建物には、

レストラン、マーケット、事務所、駐車場か

設けられるとともに、屋上には庭園型の分譲

マンシ.ンが増築され、ハーバーフロント地

区における最初の住宅として提供されている。

この増築が非常にうまくて、古い倉庫の改造

とは思えないものに仕上がうている。この他、

一季冨之三声玉^イハ、.智、、一三

t喰.●

左手がヨーク埠頭。右手がジョン埠頭。
手前の建物は再開発による集合住宅

ヨーク埠頭の西隣にあるジ"ン埠頭には倉

庫があうたが、今はこれを改修してマリンセ

ンターとして利用されている。 1978年に「マ

リーナ4」社が倉庫を改修して、第4桟橋倉

庫レストランとして開業し九ことにより、市

民の関心が一挙に高まっナこという。

このようにハーバーフロソト地区では、新

しい建物の建設ば力、りでなく、うまく古い建

物を使っているが全体的なイメージが決して

ちぐはぐになっていないというすばらしさに

感心させられた。

これから西のメイフ゜ノレ・リーフ・ミノレズ埠

頭、スパディナ埠頭、バザースト埠頭は現在

整備中であり、完成し九ときにもうー・度訪れ

てみたい気にさせられる所である。

(九めくにとよじ大阪事務所)
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前回は、観光は客の方が現地に出掛けると

いう点で、一般のサービス業が客のいるとこ

ろに立地するのとは、厳然とした区別があり、

地元で成り立っている士地柄産業、まさに地

場産業であることを述べ九。また、地域にと

つてきわめて内部波及率の高い産業であるこ

となど、地域の側から産業をみ九ときの分類

をしつつ、その特徴を考えてみました。以下

はその続きです。

地場産業としての観光一その2

f'

観光産業とレジャー産業

観光産業を「位置で考える」産業とすると、

一般のレジャー産業と、観光地のレジャー産

業の違いがよくわかる。そういう意味での整

理をhつてみる。

①立地条件依存型=在来型観光産業

最も基本的な観光は、景色を見にゆくとか

湯治にいくなどで、客が当地へいってその士

地の風物や自然条件など(人工も含めて)を

楽しむことである。立地条件におおきく左右

される。

日本三景のひとつ「天の橋立」を見るには、

現地へいくしか方法はない。つまり観光とは

"現地体験"そのものといってよい。

現地で、他では得られない体験を得ること

が、観光の目的である。

初期のスキー場はこのパターンであったが、

その後各地ともリフト設置、山地造成、宿泊

施設の高級化など施設整備が進み、次に述べ

る型になっナこ。

この型のポイントは投資が少ないのでりス

1 9 8 7年1月1日

クは小さいが、集客については受け身である

ので、ピークとボトムの差が大きく、営業上

不安定である。

②立地条件活用施設型=施設整備され九観光地

高度経済成長とそれを受けた大量団体旅行

の時代をむかえて、各観光地とも大幅な施設

投資に走っ九。当初は宿泊施設の増築、団体

向きの大型化、スキー場のリフト設置などで、

「客を多くさはく」が主眼となった投資であっ

ナこ。

しかし近年では、立地条件を生かすという

側面をもちながらも、どちらかというと、投

資してしまった宿泊施設などの償却の九めに、

集客施設(客側からみた魅力施設)の投資が

行われつつある。それがテニスコートやグラ

ウンド、ゲートボーノレ場などである。それに

つれてテニス合宿、ラグビー合宿などの誘致

合戦が起こっている。最近注目されはじめて

いる温泉地のクァハウスなどもこのタイプで

ある。

この型の問題点は、施設の金利と減価償却

が経営上の負担となることであるが、客の側

も施設を望んでおり、観光地側も来客の平凖

化を目指すという面もあり、避けられない点

でもある。

「最近の観光は景色では間がも九ない」と

昔いわれていることについて考えてみ九い。

の観光旅行(ツァリング)は、相当に肉体的

努力をともな「て行われた。旅の途中に何度

も休息をとるということが必要であり、そし

てその時が景色を見ている間でもあった。と

ころが最近の観光は、車があらゆるところま

糸乗貞
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喜
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1987年1月1日

でフォローするので、目的地についても体力

に余力があり、身体を動かさずに、単に景色

を見るだけというようなことでは、もたなく

なっているとも考えられる。

こういう問題も含めて考えると、今後の観

光地は、相当程度の施設投資はさけられない

と考えるべきだろう。

③施設レジャー型

これは観光という言葉は当てはまりにくく

レジャー産業とかアスレチック産業というべ

きものである。

前記のテニスコートなども「テニスコート

100面」とか「ゲートポール 100面」などと

いうようになると限りなくこの施設型に近づ

く、市場か観光地につくるかぐらいが②と③

の違いになる。

ここにあげているのは市場立地の型で、客

のいる近くへ施設をつくるものである。

都市におけるスポーツ、アスレチックはも

とより、近頃増えつつある豪華型の銭湯、パ

チンコなど、あらゆるレジャー施設がこの型

に入る。

この型の特色を一口でいうと「市場立地装

表1 観光の比重と性格

置型産業」であり、流行もあり、うつり変わ

りもはげしい。経営方針はピークポトムの差

の縮少、総資本回転率など、他の施設型産業

と同様の注意が必要である。

④利便提供型

これには2通りあって、観光地の周辺や途

中にあって利便を提供するドライブインレス

トラソなどと、もう一方は運輸、交通、旅行

業などである。

これらはいずれも観光地にではなく、その

近辺にあるか都市側にある施設である(宿泊

案内所は旅行業とは少し違う)。

地域経済における位置一専業と兼業

観光産業は、とっつきやすい産業であり、

投資に対する利益率も高い。そのことが「観

光でもー・・ー」という"デモ観光"政策を招き、

安易な投資による問題を起こすことの原因で

もある。

先に述べ九ように、現地の立地条件=資源

を活用し、客がわざわざやって来てくれる、

という前提で商売がうまくいくならば、利益

率が良くなって当然である。その前提条件は、

産業の比重

専業観光
基幹産業

商 圏

顧客圏域広い

地方圏区

全国・国際区

兼業観光

地域と全体が観光の盛衰に左右される。
・オイルシ.ツク後の時期低迷し九。
.風景など資源か、もしくは投資がとびぬけていなければな

らない。
この中でも週日やシーズンのピークやポトムがあるわけで、
兼業型の対応も必要。

・基本的にピークとボトムのある産業である。かなりの人口を
含む地域の基幹にはならない。つまり観光産業城下町には
なりにくい。

補完産業
ひとつの柱

看板観光

顧客圏中域

地域・県区

地方圏区

産業以前
アイテンティティ

・地場産業として定着している。
・他の産業との労働力の配分が大切。
地域としての兼業は、人にとっては専業人問と兼業人問と
の共存である。
うまくぃくと原材料の仕入、土産品産業の形成など相互に
支えあうことがある。

顧客圏狭い

市町村区

地域・県内
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まだ産業になっていないが、何かで有名になることは、地
域の人々の誇りを育てる。

.立派な公園をっくっナこら、博物館・美術館、づくりなどが盛
んで、住民のアイデンティティを高める。
これが商品化されると、上の兼業観光へ近づく。長野県小
布施町の北斎館の周辺などがー,」。



①資源が本当に客の眼から見て評価できるも

のであるか、②評価してくれるぐらいの圈域

に人々がいるか、ということである。結論的

な言い方をすれば、当り前のことではあるか、

「来客数は、資源の評価と圏域人口の関数で

ある」ということもできる。しかし客の側は、

自分の週日の都合を加えて考えるし、一方観

光地の側も、シーズンによって魅力度が大幅

に違っている。これらの組合せによって表1

のような分類ができる。

巨大投資型と育成型観光

観光というものは選挙に似ている。大変な

美人で人柄も抜群で人気があれぱ、最初から

全国区に立候補し、当選できる。これが風景

とか温泉とか、士地柄や人情に当る。これで

全国区で当選している例は、離島や北陸・山

陰の温泉地などである。その他にも金を大量

に使えば代議士になれるといわれている。こ

の例は東京ディズニーランド(千葉県にあっ

て、今まではおよそ風景を売るというイメ

ジのない士地)や宝塚(歌劇も含めて老える)

などであろう。

一方、全国区に当選するのにもうひとつの

方法がある。はじめに市町村会議員になり、

市町村長になり、県会議員になり、その上で

代議士に立候補し当選する。このような国会

議員も九くさんおられるだろう。

観光地にもこのパターンはある。観光とし

ては、当初「立地条件依存型」でスタートし

ながら、次第に「立地条件活用施設型」へ転

換し、顧客圏域を拡げ全国区クラスに成長し

ていっ九ところである。まだ専業とまではい

えないが、信州のスキー場や関西の神鍋スキー

場などがある。戦前や戦後の一時期は、ほん

の一部の人が自分でさがして(それこそ「米

をもって」までして)、スキーに来ていた。

そのうちにスキーが大衆観光商品となり、地

方圈区ぐらいの観光地にはなったが、冬の1

シーズン型であるかぎり兼業観光地である。

それが積雪の不安定という外部条件や、農業

の経済的比重の低下という地域経済の内部条

件などから、夏のテニス、スポーツ合宿など

に力を入れ、基幹産業となり、経済的意味か

らは専業といってよい状況となっ九。

しかしこれらの「のし上り型観光地」の特

色は、大規模一気投資型とちがって、地域経

済との結びつきが強く、単純な専業でなく兼

業を含むフレキシビリティをも「ていること

である。それは単に観光サービス産業のうち

のみではなく、他の産業(例えば農業、士産

品加工業、飮食店など)と密接な依存関係を

もっている。当然のことながら、地域内の関

係か広く複雑であればあるほど、同量の消費

がもナこらす地域内波及効果は大きいことにな

る。

これと全く逆のことが東京ディズニーラン

ドに言えると思う。急、に伝統や経済的しがら

みが生れるものではなく、やむをえないもの

であるが、浦和市での波及率.は大きいとは思

えない。例えば飲食店でさえも場内に限定さ

れている。「ここに一歩でも入「たら、この

国の習慣に徹底して従わなけれはならない。

弁当は持ち込んではいけない。梅干入りの握

り飯など持ち込んで、完壁につくられたアメ

り力の夢を少しでも壊すことなど犯罪行為で

夢は守られなけれぱならない。そある。

の九めにはどんな細部も見逃さず、完全主義

者として'、るまわねばならない。弁当など、

生活臭がありすぎるのだ」(「世紀末通りの

人々」立松和平著)という完全に日常生活か

ら雛れた観光を目指すものと、日頃の居住地

での日常とちがう、別の世界の日常を味わう

観光の差が経済的しがらみにも現われる。

1 9 8 7年1月1日
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1987年1月1日

地域のアイデンティティを育てる

一般に景気が悪くなると゜デモ観光"とい

うものが流行る。観光地は格好がいいし、儲

かりそうだし、にぎゃかだ'からである。もう

ひとつイベントもある。いずれも恰好よくて

手っとり早いからであろう。ところが、あま

りにも安易にイベントをやりすぎて、大赤字

を出し、市長が数千万円も弁償をするような

ことも起っている。

地域活性化の九めの2本柱は、にぎわいづ

くりと産業おこしである。イベントはにぎわ

いづくりになるし、観光は産業おこしにもな

るので、安易に儲かることぱ'かり耳に入りゃ

すい。しかしイベントで儲けた話にはかなり

の誤解が'、くまれている。

博覧会で儲かうたといっている場合、支出

と収入のとり方がどぅなっているかが問題と

なる。まず事務局の人件費などは役所と民問

企業の出向でほとんどがわからない。また企

業が出展し九テーマ館などは、費用は企業も

ちである。入場料収入に対応する事務局経費

や入場魅力の一部となるテーマ館などの費用

はほとんど計上されない。こういう仕組みの

中での黒字は、仕組みができないときは赤字

忙なることの意味でもある。

イベントや観光への取組みを、すぐ利益が

あると思うのが無理であって、当初は地域の

アイデンティティ形成を目標とすべきであろ

う。観光やイベントで有名になることが、地

域のアイデンティティ形成に役立っことの証

明が次のアンケート結果で示されている。図

1によると"住みよさ"の評価は、"郷士

のシンポルガがはっきりしているところほど

高いことがわかる。そしてシルボル(象徴)

がは「きりしているところは観光地となって

いる。これからいえることは、有名であると

図1 各市町の高校生による"住みよさ評価度'と、シンポル

特化係数"の相関(但馬地域の各市可村について)
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費料:「価属モデル建住皿計■」(昭和55侮3")にお"る、高按生フンケート隅畳より

アイデンティティをもちゃすいし、住みよさ

も感じゃすいということである。

このような意味からも、観光ですぐに儲か

るということでなくても、地域のアイデンティ

ティづくりとして取組む意義があると考えら

れる。

長野県の小布施町では、北斎館をつくった

ことによって、その一帯に地元の有力者によ

る博物館ができはじめ、一種の小さな博物館

スクェアのような状況を呈している。それに

よって来場者も増え、アイデンティティ観光

から小さいながら産業観光の方向へ歩みはじ

めている。

観光の意味とセールスの視点

観光は士地柄産業(客が観光地へ行く)で

あるが、それが「量から質へ」転換しつつぁ

る。観光の消費は、風士や風俗などの追体験

であって、「見る・聞く・喰う・遊ぶ」など

の形をとるが、数年前までは「いかに安く・

早く・多く廻る力司が主なテーマであっナこ。

しかし最近は「独自の体験をする」ことに移っ

ノ
.゛

低

相関熱数

高鶏土のンノ+ル特化度

●各市町の値
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北斎館を中心に観光地としての
界隈が形成されてきています。

ており、「消費の目的は時問の浪費である」

といわれることに近づいてきている。

(注)この「消費は時間の浪費」論につい

ては、「やわらかい個人主義の誕生」

山崎正和著、中央公論社刊参照。

海外旅行でも、いかに多くの士地をまわる

かという考え方は弱くなり、極端な例では、

アメリカへ音楽を聞くことだけのツァーなど

があり、その目的以外全くどこへ寄るでもな

く、 3 ~ 4日問の旅程で帰ってくる。この人

たちは、帰って後この体験(演奏など)を何

度も思い出し、誰かに話し九りして、何度も

何度も時間を浪費する。感激し印象の強か「

九人ほど、浪費する回数も時問も多くなるに

ちがいない。次のような体験もある。

「アユを美方町(兵庫県)で食べたんです。

小さいコンロで眼の前で焼いてくれましてね。

焼いているうちにアユの腹のところが青くな

り、その緑色の汁がこぼれるんです。そして

かぶりっい九ら、口の中でカアーと苔の香り

がひろがってーー・・」

「大分県日田のウナギは大変ですね。食べ

ナこ途端に、口の中がもちもちして、あの脂こ

さが本当のウナギのーー・・」

「彼岸の中日に四天王寺で夕日を拝みまし

た。真西の鳥居のところに日が落ちるんです」

これらの体験は、いずれもそれほど金がか

かっているものではない。しかし、アユを見
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北斎館に隣接する菓子工場も
化粧直しを始めています。

るたびに楽しい味を思い出すことができるし、

ウナギの話が出る度に、充実した気分を反す

うすることができる。ま九ウマイモノの話の

度に友人に自慢できる^時問の浪費ができ

る。四天王寺の体験も同様で、思い出したら

話のタネにし九りして時闇の浪費ができる。

つまり充実した体験ほど充実し九記憶につ

ながるわけで、それが充実し九時間を再体験

する^時間の浪費につながる。これは観光

以外のあらゆる消費についても言えることで

ある(このことは前掲書にくわしい)。

今後、観光の消費の目的が、より一層質的

な方向へ向う^高度な充実し九時問の浪費

をひき出すもの^とすれば、観光の方向は

明確になる。昔の大名料理を真似九料理の皿

の数ではなく、 2 ~ 3尾の香魚であり、 2 ~

3切の口にまつわるようなウナギの味であり、

心に残る風景である。

「客か現地に赴き、その商品の提供と消費

が同時に観光地でおこなわれる」のが観光産

業である。結局のところ、士地柄(味・士産

品・風士を含めて)に魅力があるかどうかが、

あるいは魅力をもちつづけるかどうかが、観

光地の盛衰を決める。
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日田市(大分県)を車で通うていると、思

わず停まうて歩き九くなる街に出会いました。

この豆田町は、江戸時代から、明治、大正、

昭和と歴史的に形成され、表情豊かな落着い

た街並みが続いています。(写真1、 2)

このまちで、新しいまちづくりが進められ

ています。家の軒下を見ると、通りに面して

「町方年寄、町方五人組、町方案内役」など

の表札があり、また竹筒には生花が生けてあ

ります。(写真3、 4)この花は、「おとこ
. . ..

衆だけで楽しまんと、うじ九ち(私達)にも
...... .

何かやらせろ」とよめごんじょう(娘さん達)

が言い出して始めたことだそうです。

「在るものを生かして」始め

られ九豆田町の新たなまちづく

りは、自分達のまちを楽しみな

がら生活を豊かにする道筋のひ

とつを指し示しているようです。

(いじゅういんとよまろ

九州地域計画研究所)
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